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地
区
防
災
計
画
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

内
閣
府
は
、
２
０
１
６
年
か
ら
防
災
推
進
国
民
会

議
お
よ
び
防
災
推
進
協
議
会
と
協
力
し
、
国
民
全
体

で
防
災
意
識
を
向
上
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
防
災

推
進
国
民
大
会
（
ぼ
う
さ
い
こ
く
た
い
）」
を
開
催
し

て
い
る
。
２
０
２
１
年
は
11
月
６
日
、
７
日
に
岩
手

県
釜
石
市
を
会
場
に
実
施
さ
れ
た
。

　

６
日
に
行
わ
れ
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
地
区
防

災
計
画
の
更
な
る
可
能
性
を
考
え
る
」
と
題
し
、
防

災
と
観
光
を
組
み
合
わ
せ
た
「
観
光
防
災
ま
ち
づ
く

り
」
の
取
り
組
み
、
商
業
ビ
ル
に
お
い
て
「
共
助
」
の

促
進
を
図
る
取
り
組
み
、
帰
宅
困
難
者
対
応
の
検
討

な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
発
表
が
あ

り
、
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
の
加
藤
孝
明
教
授
、

兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
の
阪
本
真
由
美
教
授
と
共
に

私
も
議
論
に
参
加
し
た
。

　

発
表
に
移
る
前
に
、
加
藤
教
授
か
ら
本
セ
ッ
シ
ョ

ン
の
趣
旨
説
明
が
あ
っ
た
。
現
在
は
縦
割
り
機
能
が

縮
ん
だ
時
代
で
社
会
に
は
解
決
す
べ
き
い
ろ
い
ろ
な

隙
間
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
隙
間
を
埋
め
る
に
は

①
新
た
な
担
い
手
の
確
保
、
②
つ
な
ぐ（
連
携
）が
大

事
だ
。「
つ
な
ぐ
」
で
は
、
ま
ち
の
資
源
の
持
ち
寄
り

に
よ
る
相
乗
効
果
、
目
的
の
連
携
（
防
災
と
ま
ち
づ

く
り
、
防
災
と
観
光
、
防
災
と
経
済
な
ど
）、
他
の

計
画
と
の
連
携
（
他
の
計
画
に
災
害
時
の
計
画
を
盛

り
込
ん
で
い
く
）
な
ど
が
あ
る
が
、
ほ
か
に
も
多
様

に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
計
画
作
成
で
は
冷
蔵
庫
の

中
を
見
て
料
理
を
考
え
る
「
夕
方
の
お
母
さ
ん
方
式
」

と
、
レ
シ
ピ
本
を
見
て
材
料
を
そ
ろ
え
る
「
料
理
を

始
め
た
ば
か
り
の
お
父
さ
ん
方
式
」
が
あ
る
が
、
地

区
防
災
計
画
で
は
前
者
が
基
本
と
な
る
。
加
藤
教
授

は
身
近
な
話
題
を
素
材
に
し
な
が
ら
、
地
区
防
災
計

画
の
発
展
性
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。
次
項
か
ら
各

発
表
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。

全
国
に
先
駆
け
た「
観
光
防
災
ま
ち
づ
く
り
」

　

土と

い肥
温
泉
旅
館
協
同
組
合
理
事
長
（
株
式
会
社
土

肥
館　

代
表
取
締
役
）
の
野
毛
貴
登
氏
か
ら
は
、
観

光
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。
静
岡
県
伊
豆
市
の
土
肥
地
区
は
、
人
口
が

三
千
数
百
人
で
毎
年
約
１
０
０
人
ず
つ
減
少
し
て
い

る
、
高
齢
化
率
51
％
の
温
泉
街
だ
。
43
％
の
人
が
宿

泊
産
業
で
働
い
て
い
る
。
宿
泊
客
は
年
間
35
万
人
、

観
光
交
流
人
口
は
約
１
０
０
万
人
に
上
る
。

　

と
こ
ろ
が
同
地
区
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で

高
さ
が
最
大
10
ｍ
の
津
波
が
６
分
後
に
到
達
す
る
恐

れ
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
地
区
防
災

計
画
づ
く
り
の
た
め
、
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
推
進

協
議
会
を
結
成
し
て
い
ろ
い
ろ
と
議
論
し
、「
津
波

災
害
特
別
警
戒
区
域
」
に
あ
え
て
指
定
し
て
も
ら
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
法
律
上
の
名
称
で
は
恐
怖
心
を

あ
お
る
だ
け
に
な
る
の
で
、
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
を
プ

ラ
ス
に
す
る
た
め
の
名
称
と
し
て
「
海
の
ま
ち
安
全

創
出
エ
リ
ア
」
に
し
た
。
こ
れ
が
今
、
建
設
中
の
全

国
初
の
津
波
避
難
複
合
施
設
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
土
肥
温
泉
旅
館
協
同
組
合
で
は
分
散
避
難

に
協
力
す
る
た
め
、
宿
泊
施
設
を
避
難
所
と
す
る
協

定
を
市
と
結
ん
だ
。「
私
た
ち
は
リ
ス
ク
と
共
生
す

る
」
と
い
う
野
毛
氏
の
取
り
組
み
は
、
リ
ス
ク
を
正

面
か
ら
見
据
え
、
克
服
し
よ
う
と
決
意
し
、
そ
れ
が

避
難
所
の
協
定
に
実
を
結
ん
で
い
る
。

札
幌
時
計
台
ビ
ル
地
区
防
災
計
画

　

次
に
、
株
式
会
社
シ
ミ
ズ
・
ビ
ル
ラ
イ
フ
ケ
ア
Ｂ
Ｍ

事
業
本
部
北
海
道
営
業
所
副
所
長
の
上
野
慎
也
氏
か

地
区
防
災
計
画
の
更
な
る
可
能
性
を
考
え
る

〜
ぼ
う
さ
い
こ
く
た
い
２
０
２
１ 
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ら
、
札
幌
時
計
台
ビ
ル
地
区
防
災
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。
２
０
１
７
年
か
ら
札
幌
市
の
支
援

を
得
て
、
地
区
防
災
計
画
作
成
に
向
け
て
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
た
と
こ
ろ
、
時
計
台
ビ
ル
２
階
に
あ

る
保
育
園
の
園
長
先
生
が
「
災
害
に
な
る
と
乳
幼
児
や

保
護
者
へ
の
対
応
が
心
配
」
と
い
う
声
を
上
げ
、
テ
ナ

ン
ト
を
含
め
た
ビ
ル
全
体
で
支
え
よ
う
と
い
う
機
運
が

高
ま
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
２
０
１
８
年
９
月
６
日
、

北
海
道
胆い
ぶ
り振

東
部
地
震
が
発
生
し
た
。
一
時
、
全
道
が

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
最
大
43
時
間
の
停
電
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
災
害
の
実
体
験
も
あ
り
、
地
区
防
災

計
画
完
成
ま
で
の
活
動
が
一
気
に
加
速
し
た
。
活
動

目
標
は
「
札
幌
時
計
台
ビ
ル
は
、
あ
か
ち
ゃ
ん
も
安

心
で
き
る
！
助
け
合
い
の
ま
ち
と
な
る
！
」。
テ
ナ

ン
ト
さ
ん
同
士
が
ご
近
所
さ
ん
の
よ
う
に
、
お
互
い

で
協
力
し
合
い
、
助
け
合
い
が
で
き
る
ビ
ル
に
な
ろ

う
、
と
い
う
も
の
だ
。
ビ
ル
が
災
害
に
強
く
な
る
こ

と
で
、
ま
ち
も
地
域
も
強
く
な
る
。
具
体
的
に
は
、

ビ
ル
の
テ
ナ
ン
ト
や
来
客
が
情
報
共
有
で
き
る
よ
う

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
２
カ
所
開
設
す
る
こ
と
、
保

育
園
対
応
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
乳
幼
児
の
支
援
活
動

を
行
う
こ
と
な
ど
が
決
ま
っ
た
。

　

地
区
防
災
計
画
に
取
り
組
む
前
の
２
０
１
７
年
８

月
に
は
、
災
害
時
に
援
助
で
き
る
か
の
問
い
に
対
し

て「
援
助
で
き
る
」が
25
社
、「
援
助
で
き
な
い
」が
38

社
だ
っ
た
が
、
計
画
作
成
後
に
は
で
き
る
が
59
社
、

で
き
な
い
が
５
社
と
共
助
の
意
識
が
大
幅
に
高
ま
っ

た
。
簡
易
ト
イ
レ
を
備
蓄
す
る
テ
ナ
ン
ト
は
ゼ
ロ
だ
っ

た
の
が
21
社
と
な
る
な
ど
、
自
助
力
も
向
上
し
た
。

　

ま
さ
に「
子
は
か
す
が
い
」で
あ
り
、
鮮
や
か
な
自

助
強
化
、
共
助
力
の
向
上
で
あ
る
。
防
災
力
の
向
上

が
ビ
ル
の
価
値
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ

全
国
に
展
開
し
て
い
き
た
い
事
例
だ
。

大
丸
有
地
区
の
エ
リ
ア
防
災

　

最
後
に
、
一
般
社
団
法
人
大
手
町
・
丸
の
内
・
有

楽
町
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
エ
リ
ア
防
災
推
進
委

員
長
の
中
嶋
利
隆
氏
か
ら
説
明
の
あ
っ
た
「
大
丸
有

地
区
の
エ
リ
ア
防
災
」に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

　
「
大
丸
有
」
と
は
大
手
町
、
丸
の
内
、
有
楽
町
の
３

地
区
の
総
称
で
あ
り
、
建
物
棟
数
は
約
１
０
０
棟
、

就
業
人
口
は
28
万
人
、
企
業
数
は
４
３
０
０
事
業
所
、

大
企
業
の
本
社
が
軒
を
連
ね
、
ま
さ
に
わ
が
国
の
経

済
の
中
枢
を
担
う
地
区
で
あ
る
。

　

大
丸
有
地
区
都
市
再
生
安
全
確
保
計
画
に
基
づ

き
、
災
害
へ
の
備
え（
防
災
）を
新
た
な
付
加
価
値
と

し
、
高
い
国
際
競
争
力
を
有
す
る
Ｂ
Ｃ
Ｄ（Business 

Continuity D
istrict

：
事
業
継
続
地
区
）を
実
現
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
実
際
に
東
日
本
大
震

災
時
に
は
帰
宅
困
難
者
支
援
を
企
業
が
行
政
に
協
力

し
て
実
施
し
た
。

　

特
徴
的
な
活
動
と
し
て
「
大
丸
有
エ
リ
ア
防
災
コ

ン
セ
プ
ト
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
」
が
あ
る
。
共
通
言
語
と

な
る
「
こ
と
ば
」
を
整
理
し
た
も
の
で
、
例
え
ば
「
帰

ら
な
い
貢
献
」
と
し
て
、
ま
ち
に
残
る
こ
と
が
誰
か

を
助
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
、
な
ど
が
あ
る
。
将
来

的
に
は「
災
害
時
自
立
圏
」と
し
て
、
災
害
時
に
行
政

な
ど
の
支
援
が
な
く
て
も
数
日
は
自
立
し
て
や
っ
て

い
け
る
ま
ち
に
な
ろ
う
と
議
論
し
て
い
る
。
エ
リ
ア

防
災
の
取
り
組
み
は
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
こ
と
で

あ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
そ
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

通
常
、
計
画
は
作
っ
て
終
わ
り
に
な
り
や
す
い
。

し
か
し
、
大
丸
有
地
区
都
市
再
生
安
全
確
保
計
画
は

後
半
部
は
課
題
だ
け
を
書
い
て
、
終
わ
ら
な
い
計
画

に
し
た
と
い
う
優
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

地
区
防
災
計
画
と
い
え
ば
、
住
民
の
自
主
防
災
組

織（
町
内
会
・
自
治
会
）単
位
で
の
防
災
計
画
づ
く
り

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
今
回
は「
防
災
だ
け
で
は
な

い
、
他
の
視
点
も
取
り
入
れ
た
計
画
づ
く
り
」
や
「
住

民
以
外
が
主
体
と
な
っ
た
計
画
づ
く
り
」の
紹
介
が
あ

り
、
地
区
防
災
計
画
の
さ
ら
な
る
可
能
性
に
つ
い
て

議
論
し
た
。
今
回
の
事
例
は
、
地
区
防
災
計
画
が
地

域
の
持
続
可
能
性
を
高
め
、
観
光
振
興
や
産
業
振
興

に
も
貢
献
す
る
こ
と
を
示
し
た
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
はY

ouT
ube

で
も
公
開
さ
れ
て

い
る
（https://bosai-kokutai.jp/S31/

）。
ほ
か
に

も
多
く
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、

ぼ
う
さ
い
こ
く
た
い
２
０
２
１
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
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